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1. 概要 

以下の手順では、どのように CODESYS に、SDO を追加して iR-AM06-VI を

設定すればいいかを説明致します。 

ここでは iR-AM06-VI を一番目のモジュールとします。チャンネルを以下の

通りに設定します： 

出力チャンネル チャンネル 

モード 

スケール範囲 更新時間 

Channel.0 -10V~10V -16000~16000 0 

Channel.1 -5V~5V -30000~30000 0 

入力チャンネル チャンネル 

モード 

スケール範囲 移動平均化 

処理回数 

Channel.0 -10V~10V -32000~32000 5 

Channel.1 -5V~5V -32000~32000 5 

Channel.2 1V~5V 0~32000 5 

Channel.3 -20mA~20mA -32000~32000 5 

 

2. 操作手順 

ステップ 1. iR-COP に接続し、[SDOs]タブをオープンします。 

ステップ 2. 下図に示されたとおり、SDO を追加します。 
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ステップ 3. 完了したら、[login]をクリックすれば、CODESYS は数値を

iR-AM06-VI レジスタに書き込んで変換させます。 
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